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一
八
○
四
年
（
文
化
元
）
九
月
、
仙
台
藩
の
漂
流
流
民
、
津

太
夫
ら
四
人
は
レ
ザ
ノ
フ
に
伴
わ
れ
、
十
一
年
間
の
ロ
シ
ア
生

活
を
終
え
て
、
世
界
一
周
を
し
て
、
長
崎
に
送
り
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
時
、
漂
流
民
達
は
計
三
種
の
ロ
シ
ア
版
世
界
地
図
を
持

ち
帰
っ
た
。
そ
の
中
の
四
枚
か
ら
な
る
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
世

界
図
は
銀
四
枚
を
も
っ
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
彼
ら
自
身
が
購
入

し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
洋
学
史
研
究
Ⅳ
（
創
元
社
、
一
九
八
五
年
）
の
「
漂
流

民
津
太
夫
ら
の
帰
国
と
地
図
に
伝
来
」
の
中
で
海
野
一
隆
先
生

は
そ
の
追
記
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
本
論
集
編
集
の
た
め
拙
槁
に
眼
を
通
さ
れ
た
有
坂
隆
道
教
授

に
よ
れ
ば
、
「
魯
西
亜
漂
流
之
記
」
の
著
者
と
共
に
、
八
軒
屋
の

津
太
夫
ら
の
旅
宿
に
赴
い
た
三
名
の
苗
字
す
な
わ
ち
佐
藤
・
平

73

愛
日
文
庫
蔵
「
魯
西
亜
漂
流
之
記
」

山
片
蟠
桃
の
著
作
か

飯
塚
修
三

西
宮
市

は

井
・
三
浦
は
、
い
ず
れ
も
山
片
蟠
桃
の
友
人
の
姓
で
あ
り
、
地

図
の
中
の
文
字
の
筆
跡
も
蟠
桃
の
そ
れ
に
似
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
、
筆
者
の
こ
の
推
定
は
こ
れ
に
よ
り
有
力
な
根
拠
を
得

た
わ
け
で
、
蟠
桃
の
作
品
に
新
た
な
一
種
が
加
わ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
（
昭
五
二
・
四
・
二
八
こ

二
○
○
四
年
、
「
東
西
文
化
交
渉
研
究
」
（
清
文
社
）
に
海
野

先
生
は
同
論
文
を
再
掲
載
さ
れ
た
時
、
地
図
の
説
明
文
に

「
ご
ｇ
ａ
ｓ
①
君
◎
門
宣
言
号
①
○
８
ｍ
ご
回
国
旨
ご
匡
冒
○
昏
冒

厨
日
四
隠
国
厨
昌
○
毛
こ
と
書
か
れ
て
い
る
。

一
八
○
五
年
（
文
化
二
）
仙
台
藩
の
役
人
は
漂
流
民
の
身
柄

引
き
取
り
に
長
崎
に
行
き
、
帰
路
大
坂
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
十

一
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
出
立
す
る
十
二
月
三
日
ま
で
の
数

日
間
、
そ
の
大
坂
の
旅
館
に
訪
ね
て
い
っ
た
著
者
（
欠
名
）
が
、

そ
の
時
の
談
話
や
、
関
係
書
類
を
も
と
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の

が
「
魯
西
亜
漂
流
之
記
」
で
あ
る
。

山
片
蟠
桃
が
番
頭
を
し
て
い
た
升
屋
は
仙
台
藩
と
関
係
が
深

く
、
仙
台
藩
が
財
政
危
機
に
陥
っ
た
時
、
そ
の
建
て
直
し
に
助

力
し
た
。
そ
し
て
親
し
く
付
き
合
う
こ
と
が
出
来
、
蟠
桃
が
仙

台
藩
や
漂
流
民
を
訪
ね
る
こ
と
が
出
来
た
。
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愛
日
文
庫
は
明
治
維
新
後
、
一
八
七
二
年
の
学
制
発
布
に
あ

た
り
升
屋
当
主
、
山
片
重
明
が
土
地
、
建
物
を
愛
日
小
学
校
に

提
供
し
、
江
戸
時
代
よ
り
明
治
初
年
に
至
る
和
漢
洋
書
並
び
に

地
図
類
、
全
部
で
五
百
部
三
千
五
百
冊
を
愛
日
文
庫
と
し
て
寄

贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
統
廃
合
さ
れ
て
開
平
小
学
校
内

に
あ
る
が
、
愛
日
教
育
会
が
保
管
、
保
存
を
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
年
一
度
曝
書
（
虫
干
し
）
を
行
っ
て
い
る
。

海
野
先
生
は
二
○
○
六
年
五
月
四
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
。
私
は
生
前
、
山
片
蟠
桃
の
著
作
か
ど
う
か
明
ら
か
に
す

る
と
海
野
先
生
に
お
約
束
し
て
い
た
の
に
残
念
で
あ
っ
た
。

こ
の
度
、
愛
日
教
育
会
の
ご
好
意
に
よ
り
「
魯
西
亜
漂
流
之

記
」
の
画
像
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

西
宮
の
辰
馬
考
古
資
料
館
に
「
夢
の
代
」
の
前
身
で
あ
る

「
宰
我
の
償
」
と
い
う
蟠
桃
の
自
筆
原
稿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

同
資
料
館
の
ご
好
意
に
よ
り
そ
の
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
で
「
山
片
蟠
桃
自
筆
草
稿
抄
」

を
得
た
。

「
魯
西
亜
漂
流
之
記
」
と
「
宰
我
の
償
」
と
「
山
片
蟠
桃
自
筆

草
稿
抄
」
の
筆
跡
を
比
べ
て
「
魯
西
亜
漂
流
之
記
」
が
山
片
蟠

桃
の
著
作
か
ど
う
か
比
較
検
討
し
た
。


